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方
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功
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軽
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二
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年
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に
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え
る
世
界
的
版
画
家
・
棟
方
志
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（
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治
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・
青
森
市
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文
人
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と
幅
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流
し
文
学
関
係
の
書
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の
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丁
を
数
多
く
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が
け
ま
し
た
。

本
展
は
、｢

没
後
50
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棟
方
志
功
と
津
軽
文
士｣

を
テ
ー
マ
に
開
催
し
ま
す
。
志
功
が
青
森
県
の
津
軽
の
文
人

の
た
め
に
装
丁
し
た
図
書･

雑
誌
や
、
原
稿
・
書
簡
な
ど
の
直
筆
資
料
な
ど
を
展
示
し
、
そ
の
交
流
に
つ
い
て

紹
介
す
る
も
の
で
す
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高木恭造 

『まるめろ』（復刻版） 

風の木社  

昭和 28 年 5 月 25 日 

装丁：棟方志功 

昭和 6 年に刊行された高木恭

造の津軽方言詩集『まるめろ』

は、方言でしか表現し得ない

独特の世界を描き出し、人々

に大きな衝撃を与えた。 

復刻版『まるめろ』の装丁案 

（高木恭造宛書簡 昭和 28 年 2 月 11 日消印） 

散逸し「幻の詩集」と呼ばれた『まるめろ』を高木の 50 歳

を記念して復刻再刊するにあたり、志功が装丁を引き受け

た。志功の書簡や詩集の校正刷りは、刊行までの様子を伝え

る興味深い資料となっている。 

長部日出雄 

『鬼が来た 棟方志功伝』（上・下） 

文藝春秋  

昭和 54 年 11 月 20 日 

棟方志功作品陶板画 

（長部日出雄旧蔵） 

長部日出雄の書斎の本棚に飾られて

いたもの。長部は昭和 55 年、志功の

生涯を描いた『鬼が来た 棟方志功

伝』で第 30 回芸術選奨文部大臣賞を

受賞。 


